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＜連絡事項＞

· 11/3（月）記念式典に参加できないスタッフは、今日中に不参加届けを担当スタッフに提出すること。

· インフルエンザ予防接種の希望調査は25日までとなっている。

＜外来情報＞

・村田　昭一様～八戸赤十字病院を受診し、脂肪肝と診断されたとのこと。腹部CT検査予定。

・沢田　三郎様～風邪は治り、特に変わりはないとのこと。

・関　秀治　様～たまに眠れないことがあるが大丈夫とのこと。仕事でも困ったときは、上司に相談することができていると話されている。

・島浦美千男様～特に変わったことはなく、採血も異常はなかったとのこと。

・村上　サチ様～昨日、耳鼻科に行き薬が処方されたとのこと。掃除や片付けは自分で行っていると話されている。11/21インフルエンザ予防接種予定。

・横町　浩　様～本日、寝坊して遅刻したと話されている。

・田名部一樹様～眠剤を減らしたが眠気があるとのこと。眠剤は変更せず様子観察としている。

・伊籐　雄一様～特に変わりはないとのこと。

・久保　興介様～ゲームをみんなとやっていて楽しいと話されている。

・関口　禅　様～胃薬は飲んでいないとのこと。身体には変わりはないと話される。

・佐藤　朗子様～本日、熱があるとのことで受診。体温38.3℃　頭痛と膝の痛みがあるとのこと。PL顆粒3日分、頭痛薬（カロナール）5日分が処方となっている。

＜通所利用者様情報＞

・　松川　順子様～本日、デイケアの見学実施。日常生活プログラムに参加し、調理を手伝っている。他者との交流はほとんど見られていない。終了後、本日の様子を青山荘に情報提供していく。

· 村上　サチ様～左頬の腫れがあり、かねた耳鼻科を週1回受診しており、医師より「膿がたまって

おり、手術をした方が良い」と言われたとのこと。村上様本人は、手術ではなく薬で治したいと医師に伝えていると話されている。

・北嶋　剛　様～本人より電話連絡あり、現在の状況報告をされている。父様は退院して自宅で生活をしているが、父様の介護で自分自身が疲れて辛いと話されている。ご飯も食べられず痩せたとのこと。体調管理には気をつけることや何かあればいつでもデイケアスタッフに話をしてほしいことを本人に伝えている。

・山田　健次様～本日、10：30血圧158/98mmHg。自覚症状なく、元気だと話されている。午後も血圧測定し様子をみていくこととしている。今後も毎朝血圧測定を継続して行っていく。

・高橋　洋子様～本日の朝、両足の痺れがあり下長内科受診されている。下長内科の医師より「カルシウム不足」といわれたとのことで、検査等は行っていない。デイナイトケア来所後は、静養室で休み、落ち着くと食堂で過ごすといったことを繰り返している。今後も様子を見ていく。来所時の血圧161/91mmHg。

・繁名　和恵様～かかりつけ医を八戸赤十字病院から青南病院へ移すように担当医から勧められていることについて、本人も青南病院に移しても良いと考えているとのこと。次回の受診時に、担当医より紹介状を書いてもらうが、その際スタッフに付いてきて欲しいと話されている。青山荘にも転院についての情報提供を行い、青山荘のスタッフと行くよう本人へ伝えている。

＜事例検討＞

奥山　以衣子　様（58）　統合失調症

デイナイトケア開始年月日：平成20年4月4日（0年6ヶ月）

○治療計画

1 対人的な関わりについてスタッフを交えて実践していく。

2 SSTのプログラムを活用してメンバーやスタッフに気持ちを伝えていく。

○現在の状態

· 話が続かなかったり、言語表現がうまく出来なかったりと、上手く他メンバーとコミュニケーションをとれないことについて、本人も気にしている様子。

· 服薬を自己管理しているが、二重服薬をしてしまうことがある。（青風荘からの情報）

· 自分の思いを言葉にするのに時間がかかり、理解力が乏しさ（紙にメモをするが忘れてしまう、スタッフに説明されるがしばらくすると同じことを聞いてくるなど）もみられる。デイナイトケアへ移行してから、それが顕著になっている様子。

· ATMの使い方は覚えることが出来ており、本人は貯金をするのを楽しみにしておられる。（青風荘からの情報）

○対応

· 治療計画は今後も継続して行っていく。

· 体操等を促し、身体機能の維持を図っていく。

· スタッフから声かけを行ったり、細かい作業を促したりすることで、認知能力の低下防止を図っていく。

· 服薬管理について、二重服薬をすることがないよう働きかけていく。

＜SST報告＞

（デイケア）

1 SSTのお題：新聞のセールスの断り方

実施時：メンバーから意見を求める形ではなく、スタッフが新聞のセールスマン役となり、一人ずつ声をかけていき実際の対応について行って頂く形をとった。普段は意見を出すことをしないメンバーからも、その時の対処法についての反応を見ることが出来た。

2 SSTのお代：ズボンの裾あげの頼み方

実施時：ロールプレイでは、お題のシチュエーションに対して適切に対応することが出来ていた。お題の内容に興味がないメンバーもおり、プログラム中居眠りをしている姿も一部みられていた。










